
2024 年 1２月 子どもの強迫症の認知行動療法における 

遠隔スーパービジョンに関する治療者への

アンケート調査 

研究参加者募集のご案内 

子どもの強迫症は、珍しくない病気であり、親を巻き込んで重症化

し、不登校、家庭内暴力などの深刻な事態を招くことがあり、早期介入

が必要です。強迫症への有効性が実証されている治療法として認知行動

療法（CBT）がありますが、子どもの強迫症は、年代によって特徴が異

なるうえに、治療上神経発達症の併存に考慮が必要であり、治療には高

い専門性が要求されるため、本邦では、子どもの強迫症に対する CBT 

を実施できる治療者数が絶対的に不足しています。 

千葉大学では子どもの強迫症の治療者に専門家によるオンラインでの

治療指導（SUPERVISION︓SV）を行っており、その有効性に関する事

項等についてアンケート調査にご協力いただける治療者を募集していま

す。そのアンケートの解析が治療者を増やす一助になると考えていま

す。 

1） 対象となる治療者︓強迫症の個人 CBTの経験がある心理士、 医

師、精神福祉士、看護師等 （試みて断念した方もご参加いただけま

す。） 

対象となる患者︓治療開始時に 6歳（小学 1年生）から 17歳までの者 

臨床研究の対象に当てはまらない場合や定員を超えた場合に、ご参加い

ただけないことや、SV に入るまでにしばらくお待ち頂くことがござい

ます。あらかじめご了承ください。  

  

研究代表者  

千葉大学 子どものこころの発達教育研究センター  

加藤 奈子 

募集期間  

2024 年７月～  

2025 年 9 月 

  

研究参加期間  

週 1 回 30 分の SV で 

 16 回程度 

  

SV 料金 無料 

  

問い合わせ先 

千葉大学  

子どものこころの 

発達教育研究センター 

〒260-8670 

千葉県千葉市 

中央区亥鼻 1-8-1 

電話 : 043-226-2975 

FAX : 043-226-8588 

E-mail: 

enkakusv.ocd 

@gmail.coｍ 
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